研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　　　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　　松川　達也

	期　　間　　平成　27年　10月　18日　

	出張目的　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞

　今年度、初めて青森県長寿研究会へ参加をしてきた。老人保健施設関連の研究が多く、これまでは自分自身長く在籍をした、グループホーム関連の研究発表では地域との交流や家族との関わりといった外部へ発信するものが多かったが、介護老人保健施設では内部での取り組みが多いように感じた。業務の改善や入所されている方へのアプローチといったもの。介護老人保健施設の役割や機能について、ある程度の理解はあったが、上期、ご家族様への対応不足や職員間の連携、また、行政からの指導・監査と様々な対応に追われ、利用者様へのケアに集中出来ない日々が続いていた。いざ、ケアにあたっていても、職員個々の良さ、個性が消えているのを感じていた。フロアの管理者として、職員へ方向性を示し、それを継続することの難しさも同時に感じていたところであった。今年度は入所Ｇとしての研究として合同でのレクリエーション実施を通してという取り組みを行った。人員不足だったり、職員のモチベーションだったり、実際のPPTや読み上げにはない問題や課題が職員から挙がることもあったのは事実だが、今回の研究を通して、協調性や責任性、何より介護することの楽しさを思い出せたのはとても大きな収穫ではないかと思う。今回は下記の四題について、聴取をしてきた。南山苑でも誤嚥性肺炎で退所となるケースは少なくない。研修でも介助のポイントや誤嚥性肺炎の予防といった知識向上の機会はあるが、具体的なマッサージ方法や手順を事例を通してあげている為、理解しやすい。今回は胃ろう増設者を対象としたとあるが、南山苑でも経管栄養者対象として実施してみても良いかもしれない。次に、臥床したことによりADL低下あり、機能回復へのアプローチについて。高齢者の施設であれば必ず起こるケースではないかと思う。介護だけでの判断が難しく、看護、OT、PTとの連携も必要になってくる為、情報共有や連携が重要であるのかなと思う。対象者の生活歴や背景を把握し、馴染みの音楽や方言で話し掛けるといった工夫は基本的なことであり、とても大切だと思う。次に、グループホームの研究であるが、家族の面会調査について。面会の数自体も重要であり、疎遠な家族へどう関わっていくかという課題はあるが、まず、面会に来ている家族への関わりが足りず、クレームへ繋がったこともあったということは改善していかなければならない。疎遠家族への介入、面会者への対応と両面のスキルアップが求められる。最後は看取りケアについて。将来的には多くの介護老人保健施設が看取りケアを取り入れていくことになるだろうと思っている。もちろん、職員の教育や体制の問題もあるが、利用者様やご家族様から｢最期はこの施設で｣と言われることは誇りだと思う。今、入所されている方で最期は南山苑でという方はどれくらいいるのだろうかと考えながら聴いていた。今回、聴取した題目は南山苑での課題ではないかと思う。今回、研修を通じて触れた他施設の取り組みを苑での取り組みの参考にしながら、これから南山苑ではどのような介護を目指すのか、自分自身何が出来るのか、見極めて実践していきたい。

＜発表内容・要旨＞

· 口腔ケア改善・唾液腺マッサージへの取り組み

～食べることは生きることにつながる～

介護老人保健施設　カトレア

[目的]

誤嚥性肺炎、口腔の乾燥、口腔機能の低下を予防することを目的に、唾液腺を優しくマッサージするこ

とで、唾液の分泌を促す｢唾液腺マッサージ｣への取り組みとその効果を報告する。

[方法]

胃ろう増設者を含めた肺炎リスクの高い利用者を対象に、看護、介護職員で食前に唾液腺マッサージを

行い、チェックシートに記入する。

(唾液腺マッサージの手順)

1. 耳下線への刺激

2. 顎下線への刺激

3. 舌下線への刺激

[結果]

口腔内の自浄作用、口腔乾燥、痛みの緩和、筋肉の緊張緩和、コミュニケーション、会話、リラックスなどの効果が得られた。

[考察]

口腔内は非常にデリケートであり、援助者と利用者本人との意思疎通を図ることが重要であると感じた。

特に認知機能が低下している高齢者には無理せず、気持ちよさを体感してもらうことが大事である。高齢化が進み、誤嚥性肺炎も増加する中、｢食べることは生きることにつながる｣この利用者の願いを叶える為に、他職種と協力しながら、施設全体をチームとして情報を共有・役割の分担を明確にしながら、取り組みを継続していきたいと思う。

· ｢もう一度、歩こう｣

～失われた機能の回復を目指して～

介護老人保健施設　ヴィラ弘前

[はじめに]

風邪により、自室での安静臥床が約二週間続いたことで、廃用症候群となり、食事・排泄・整容は全介助となった。体動時に腰痛を始めとする体の痛みが現れ、歩行はもとより、立位保持が出来ず、車椅子の生活となった。表情の変化や声掛けに対する反応が乏しく減少した。以上の状態からの改善を目指して、いかに活動性の向上、意欲を引き出すかに取り組んだ結果を報告する。

[方法]

(対象者)

85歳　男性　要介護度3　アルツハイマー型認知症　高血圧症　

歩行、立位の着目し、担当OTの助言のもと、対象者の状態や意欲にあわせて、段階的に行った。

1 手や足をとり、深呼吸しながら足踏み等、関節を動かす。

2 リハビリ器具を活用し、下肢筋力向上を図る。

3 歩行器、手引きにより、歩行感覚を取り戻す。

[経過・結果]

傾眠や疲労感が強く、実施出来ないこともあったが、対象者の住んでいた地域の風習である方言を使ったり、歌いかけて促すと表情が柔らかくなり、反応が良くなった。立ち上がりの際に｢畑さ行がねが｣と声掛けすると意欲が増す場面があった。

[考察]

対象者の人生の中で輝いていた時間、仕事や地域の風習等をケアに活かしたことで意欲が向上したと考えられる。体調不良で安静にし、治療する期間は必要であるが、過度の安静により廃用症候群となる可能性を考えると、いつ、どのタイミングで介入すべきか他職種の連携や状況を見極める判断を難しさを学んだ。

· ｢絆をいつまでも｣

～ふれあいの場所はここにあり～

グループホーム　りんごの家

[はじめに]

入居者様から、自宅に帰りたい、子供に会いたい等の声が聞かれている。しかし、入居生活が長期化するにつれ、ご家族様の面会、外出泊の減少を感じ、職員は家族関係の希薄を感じている。

[目的]

ご家族様の面会、外出泊に対する思いを明らかにする。

[対象]

ご家族様32名、職員14名

[方法]

過去5年間の面会、外出泊数、ホーム内の季節行事への参加人数の集計、分析。対象者へのアンケート

[結果]

面会回数は過去5年間で2倍増加していた。外出回数では他科受診が多かった年度で増加している。外泊は盆、正月のみと増減はなかった。行事への参加は7割と維持している。アンケートによると、職員かあらは認知症の進行により、接し方や介助に不安がある、ご家族様に意欲低下があるのではという回答があった。ご家族様からは仕事が忙しい、住環境に問題がある、介護協力者がいないという回答があった。

[考察]

面会、外出泊数が減少していると予測していたが、回数に大きな減少はなかった。しかし、ご家族様の高齢化、住環境等の複数の要因が重なることで外出泊が困難になると考えられる為、必要に応じて介護指導をしていくことで、外出泊が可能になるのではないかと考えられる。行事については、職員がいることで安心して参加出来るふれあいの場が提供できている為、今後も外出泊のきっかけ作りを念頭に入れ、入居者様とご家族様の関係が希薄にならないように家族会行事を工夫しながら継続していきたい。

· 看取りケア

～介護職の立場から～

介護老人保健施設　しらかみのさと

[はじめに]

人は死を告げられた時、どこで、誰と、どのように過ごせば良いかを考える。そして、誰もが、住み慣れた場所で痛みも不安もなく、心静かに最期を迎えたいと望みます。今回、当施設に11年間入所されていた方で、状態の悪化により、一度は治療目的で入院したが、末期がんで予後不良との診断を受け、家族から｢最期は慣れ親しんだ施設で看取りたい｣との希望があり、再入所し、看取りケアを行った事例について報告する。

[事例紹介]

75歳　男性　要介護度4　脳出血性後遺症右片麻痺　運動性失語　肝臓癌

入所当初は慣れない環境と意思疎通が困難な事から、表情は険しく、他者と関わることはなかった。しかし、妻の協力を得て、交流を重ねていくうちに馴染みの職員として認識してもらえるまでに信頼関係を築くことが出来た。H26年に状態悪化による入院、末期がんとの診断を受け、看取り目的で再入所となる。

[介護の実際、経過]

看取り面談を行い、過剰な医療は行わず、安楽に過ごして頂けるような目標の設定

（目標）苦痛の緩和

　　　　穏やかに過ごすことが出来る

（支援内容）苦痛緩和ケア　精神的ケア

[結果]

最期まで苦痛表情なく、穏やかに過ごすことが出来た。再入所から5日後、家族、スタッフに見守られて永眠された。お別れの際は施設の方針で正面玄関からお見送りした。

[考察]

入所中、対象者、家族との築いた信頼関係が家族の｢最期はここで看取りたい｣という思いになり、住み慣れた環境で馴染みのスタッフからケアを受けたことが安心感となり、過剰な医療は行わず、苦痛緩和に努めたことが穏やかな最期に繋がったと思う。
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